
『夢のある四日市市へ向けて』
四日Ⅲ市長口 中 俊 行

地城‖侑に前如したシンタタングとして 地域lf済

の振叫や地方行政‖超など 夕様な分rrで研究

成来を挙げられ 地域の発援にす献していただく

とともに 平成19午使からは H旧 Ⅲ行設Lr求大

午の開学に1半い ヤ業脅EItOF究センターも'F設され

まり怖広い分野の調介け究を行っていただいてお

ります.

本市を取り巻く町今の社会耗前柚努は ネlr

的な少子 沌怖村会のIH来や 地方分柿の進瞑

さらにはrt外的な経清 金淑危機など これまでに

ないI■l塊変化に通趾 ております

こうしたll況のⅢで 市役所も行政サービスを

提4け るといった 卜なる行政迅‖の ll■から脱

成し ‖小の新Iヤて最大の幼米を生み出1し市民

やイ「来ヤに四町市に付tむことや活助することへの

詰りや荷足をぶしてもらえるよう ,F‖i雑竹の祝■

へと大きく発想をは4民していかおばなりません

十い 本Ⅲでは 廊焼前工業地‖|の市付加怖仙

化への転換がは「t11ことととともこ内汁部におけ

る先端的な企業立地も近み 世界にあれる 大さ

なイ業4袖 地となってきております また な■の

キt政力ら件た投術や人tlを■力して 環境‖虹て

世界によ献していく大きとイ確性をイfした郷市て

もあります。このような 他に高'れる優tllに きうに

四Π市地奴研究技術は

その前身であるP“H市 地

域政策和「究所時代から

体とをかけ よリー村の進化を女っていくことが肝

要てす

このため 四「市地戯研究機能におかれましては

,H出市|「の″のあるll来に向けて ‖F民やⅢ来十

行取に対し 対杭「j確なまちづくりの方Ⅲ世iをけi

性に示していたたど lL城のシンクタンクとしての

役制を 今まで,に こヽ外たしていただくことをltr作

しております`

'↓えば 現■ 本 市で取り招1みをJlめている名

資Ⅲ lb瑞ス,社会の使ヤや H頗 ltのrr川等 lt

成緊社会をは桁すまちづくりなどについても rl境

モデル朴市としてⅢt坪に柑轍発信できるよう的椰!

とご助占 ごttFIをいただければ十いです

岐147になりましたが ど磯 村の結々のご発展と

スタッ7の音様のよう…村のご活畑を心からお折り

叫】し11庁ます

●市長による善頭富

r事のある四日市市へ向けてJ

●医学 看醸学文献からみた

子百てと産業看態

●公開議座開催 第3回 地域の知の拠点

シン京ジウム的 会と健康J

O地 域政栗研究所 拓殖大学

「地方自治センター」との提携を予定

02003年 度活動報告



医学・看護学文献からみた子育てと産業看護
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地域政策研究所、 insllute ol P胡ly StutiBs

拓殖大学「地方自治センター」との提携を予定 ll域政策研究所,竹 下 議

自浩rlの自立り″要性

■イtまで H本のⅢ人岐打は■『llには ヽ人itt tよぅて遭十ご4■

紅☆さ4■てまたと言えるてし▲う 打五打叫 イF灯‖`形 Arjにに白F

4で あるとい,イモてヽ ます力t女 氏"tユ Ⅲ■めfHネににって 赳■ど

■【iちとヽ う末きてす ⅢⅢ換え“」=布 近所11ヤカiFriJにⅢ■に

,の IIK予■瓶策四としての「拒"irFIAJて あこといたます こうしたIl

本の,こ れヽ これまてめ中本の蘇“セもならしてこたこと!研″です 力【

10年にとhr″らⅢ■ 4チ の彦大なIヤ IIIFをもたらすようtオ,また

最近て工班“IIなり01工 を栞剖なものにしています 0`忍 止おⅢよ

しま̀ い●のI"の よ t■,いた=人 ■の■■‖,ヤ担“0付 を力t

ますます大さてな工こと江工刑(ざます

tめよう〔こrtまで0口■りt=!ム よ即,■ t行喜苦っています 早

【lt=りまヤをLIること力【必要です ■のためによ都道,熙 やⅢF■1す

の■■のとヤが必要て,す なヽい |ば Ⅲ火“町 t在IAするというな

資を“☆し白立をよ力なことおr家 たとぃたます

臨民イ自力“=営 り=人 公に

地方向市な)1巾市lAとして巾Vするた0に■「■■ こ■lFなるイi“

)一 ビスをするわ″J「■―マスをとのようltメ抵すこかコヽ■をモftて

ヽの白市本お中■r●にようるⅢⅢF必西てす これを“"す ZたO tt

すヽての拡す 1従ぅ(4子″,一 ビスを■抵するというような ,=て の形

でを所硬することとてきません

″巾古`て とヽを取おせよすること力【どIです ■“it方 向市lA

の■をどt切 っていこヤ″LAは こうしたは,o■ 統選択をすること

よてさません i“ 1411は駈″ム"11■ tより,べ 〔り払■に在うこと

すれ稼■ |ち4■ていZOら でⅢ は ,の I市 超択 て々きるのよ 「i太

●イヽ女に町1としての技今たすです こ工ば地方向市にオ白立す●ため

こは ,な ,rtて よなくれ方技Rオ 白市にをコ切る必渡″うこことを

地域政策研究所

I共同研究】

●四□市市共同研究

【曳託研究】
●平は201:度■齢別研44[ステージ研143末Lr(四H●■)
●平成201:政ワンステッツ研'夕[把力自古制rt]吾師派述素務(四nll■)
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